
 

松岡
まつおか

信道
あきみち

と、もっと豊中市！ 

駅前・街角での 3秒間の出会いを、無限大の関係に！日々の活動などはホームページで。 

 

 

季
節
の
行
事
を
こ
ど
も
園
に 

「
節
分
の
豆
ま
き
」「
ひ
な
ま
つ
り
の
段
飾

り
」
「
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
」
「
ク
リ
ス
マ
ス

会
」
な
ど
の
行
事
を
、
公
立
幼
稚
園
で
は
実

施
し
て
い
る
の
に
、
公
立
保
育
所
で
は
実
施

し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。 

国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
始
ま
り
、
豊
中
市
の
公
立
幼
稚
園
と
公
立

保
育
所
は
す
べ
て
、
公
立
こ
ど
も
園
と
な
り

ま
し
た
。
幼
保
連
携
が
進
み
、
公
立
こ
ど
も

園
で
も
幼
児
教
育
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
現
状
は
逆
行
し
て
い
ま
す
。 

 
 

旧
幼
稚
園
か
ら
園
歌
が
消
え
た 

豊
中
市
の
公
立
幼
稚
園
に
は
園
歌
が
あ
り

ま
し
た
が
、
公
立
保
育
所
に
は
、
こ
れ
ま
で

園
歌
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
立
こ
ど
も

園
に
統
一
さ
れ
た
27
年
度
に
は
、
全
園
で
園

歌
を
制
定
す
べ
き
で
し
た
が
、
旧
幼
稚
園
の

園
歌
が
廃
止
さ
れ
、「
園
歌
の
な
い
」
幼
児
教

育
が
豊
中
市
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

園
歌
は
集
団
意
識
を
育
む 

 

小
さ
な
子
ど
も
を
相
手
に
「
ど
こ
の
幼
稚
園

で
す
か
？
」「
何
組
さ
ん
で
す
か
？
」
と
質
問

し
た
こ
と
、
み
な
さ
ん
も
一
度
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
は
じ
め
て
家
庭
の
外
に
出
る
幼
児

に
と
っ
て
、
自
分
が
「
所
属
す
る
」
認
識
を

も
つ
機
会
が
幼
児
教
育
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
最
も
有
効
な
手
段
が
、
入
園
式
や
卒
園
式

で
園
歌
を
歌
う
こ
と
で
す
。
今
後
も
園
歌
の

復
活
・
作
成
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。 

猪
突
猛
進
で
市
政
改
革
に
取
り
組
み
、
若

手
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

八
年
間
で
、
豊
中
市
は
財
政
非
常
事
態
を
脱

し
、
市
議
会
も
議
論
が
深
ま
る
改
革
が
進
み

ま
し
た
。
年
齢
は
下
か
ら
４
番
目
に
若
い
議

員
で
す
が
、
議
会
の
約
75
％
が
同
期
以
下
と

な
り
、
い
よ
い
よ
中
堅
議
員
で
す
。 

 
 

副
議
長
の
職
務
と
重
責 

無
所
属
の
会
（
神
原
幹
事
長
、
大
町
議
員
、

福
岡
議
員
、
北
之
坊
議
員
、
松
岡
）
を
は
じ

め
、
公
明
党
（
９
人
）
、
自
民
新
風
会
（
６
）、

大
阪
維
新
の
会
（
４
）、
市
民
ク
ラ
ブ
（
３
）

か
ら
ご
支
持
い
た
だ
き
、
27
年
度
の
市
議
会

副
議
長
を
務
め
て
い
ま
す
。 

副
議
長
の
職
務
は
中
島
紳
一
議
長
を
補
佐

し
、
議
長
と
と
も
に
議
会
を
代
表
し
て
、
行

政
と
議
会
の
窓
口
と
な
り
、
他
市
と
意
見
交

換
し
ま
す
。
今
年
は
円
滑
な
議
会
運
営
の
た

め
、
議
員
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
集
約
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
共
産
党
（
６
）

や
無
会
派
（
３
）
も
一
緒
に
、
議
会
改
革
が

進
む
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

府
広
域
水
道
企
業
団
で
も
副
議
長 

市
議
会
を
代
表
し
て
、
大
阪
府
広
域
水
道

企
業
団
（
旧
府
営
水
道
）
の
議
員
と
な
り
、

企
業
団
議
会
の
副
議
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
で
す
が
、
「
当
た
り

前
」
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
野
浄
水

場
視
察
の
様
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

新
人
、
若
手
か
ら
中
堅
議
員
へ
。 

 空
港
の
下
に
眠
る
勝
部
遺
跡
。 

 
 

大
阪
国
際
空
港
の
ル
ー
ツ
は
大
阪
市
大

正
区
に
あ
っ
た
木
津
川
飛
行
場
に
あ
り
ま

す
。
木
津
川
飛
行
場
の
発
着
数
が
限
界
に
な

っ
た
た
め
、
大
阪
第
一
飛
行
場
（
実
現
せ
ず
）

と
大
阪
第
二
飛
行
場
（
大
阪
国
際
空
港
）
へ

分
散
・
拡
張
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

戦
争
に
突
入
す
る
と
伊
丹
飛
行
場
と
し

て
軍
用
と
な
り
、
敗
戦
後
に
は
伊
丹
エ
ア
ベ

ー
ス
と
し
て
占
領
軍
に
接
収
さ
れ
ま
し
た
。

返
還
後
は
大
阪
空
港
と
な
り
、
国
際
線
が
設

置
さ
れ
て
大
阪
国
際
空
港
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

き
っ
か
け
は
滑
走
路
拡
張 

 

高
度
経
済
成
長
期
に
な
る
と
、
ジ
ェ
ッ
ト

機
が
就
航
す
る
よ
う
に
な
り
、
旅
客
機
の
大

型
化
や
発
着
回
数
の
増
加
で
騒
音
問
題
が

顕
在
化
し
ま
す
。
万
博
に
向
け
て
滑
走
路
の

拡
張
工
事
が
進
め
ら
れ
る
中
、
勝
部
遺
跡
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
石
の
槍
が
刺
さ
っ
た
人

骨
な
ど
が
出
土
し
、
弥
生
時
代
に
争
乱
が
あ

っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
ま
す
。
出
土
し
た
人

骨
等
は
、
勝
部
遺
跡
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
、

博
物
館
な
ど
へ
貸
出
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

江
戸
時
代
の
名
残
も 

 

空
港
敷
地
な
の
で
気
が
付
き
ま
せ
ん
が
、

豊
中
市
内
に
池
田
市
の
飛
地
が
あ
り
、
そ
の

飛
び
地
の
中
に
豊
中
市
が
あ
り
ま
す
。
市
の

境
界
が
無
秩
序
に
な
っ
て
お
り
、
住
民
が
い

た
ら
大
変
で
す
ね
。
こ
れ
は
近
世
に
行
わ
れ

た
太
閤
検
地
や
集
落
の
統
廃
合
が
原
因
だ

そ
う
で
、
現
代
に
ま
で
残
っ
て
い
ま
す
。 

メールマガジンを発行しています。ご希望の方は office@matsuoka-akimichi.net までお知らせください。 

動画による情報配信をはじめています。ホームページ（http://matsuoka-akimichi.net）より、akimiCHannel をご覧ください。 

この温故創新をポスティングしてくださる有志の方をお待ちしております。ご近所だけで結構ですので、よろしくお願いいたします。 

 

市民のみなさんとスクラム、旧態依然としたしがらみにタックル、温故創新でトライ！を合言葉にゴールへ向かって走ります。 

 

豊中らしさを創る 
41
号
で
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
三
期
目
を
副
議
長
と
し

て
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

公
立
こ
ど
も
園
の
園
歌
が
な
い
。 



 

に
就
任
し
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

副
議
長
の
任
期
は
申
し
合
わ
せ
で
一
年
に

な
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
一
年
で
結
果
を
残
す

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
年
任
期

の
一
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
４
年

間
で
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
の
整

理
が
、
今
年
度
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

国
政
と
異
な
る
地
方
議
会 

国
政
は
議
院
内
閣
制
で
、
国
会
（
立
法
）

は
多
数
の
与
党
と
少
数
の
野
党
に
よ
っ
て
、

対
立
し
、
与
党
の
国
会
議
員
が
内
閣
（
行
政
）

の
一
員
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
自
治

は
二
元
代
表
制
で
、
議
員
は
行
政
の
一
員
に

な
り
ま
せ
ん
。
地
方
議
会
は
行
政
と
対
峙
し
、

与
党
野
党
で
は
な
く
、
過
半
数
に
よ
る
議
決

で
行
政
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。 

 
 

全
会
一
致
と
い
う
ル
ー
ル 

政
党
の
流
れ
を
組
む
会
派
が
地
方
議
会
に

も
存
在
す
る
の
で
、
国
政
の
影
響
を
受
け
て

市
議
会
内
で
対
立
し
て
い
る
と
、
行
政
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
機
能
不
全
に
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
議
会
改
革
や
市
議
会
の
意
見
書

採
択
な
ど
は
、
全
会
一
致
の
原
則
が
あ
り
ま

す
。
少
数
意
見
に
対
す
る
配
慮
は
必
要
で
す

が
、「
会
派
が
一
つ
で
も
反
対
す
る
と
、
否
決

に
な
る
」
こ
の
ル
ー
ル
は
、
議
会
改
革
が
進

ま
な
い
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

豊
中
市
を
良
く
す
る
た
め
に
は
議
会
改
革

が
必
要
で
、
議
会
改
革
を
す
る
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
細
部
を
整
理
す
る
こ
と
が
不
可
避

で
す
。
任
期
一
年
だ
か
ら
こ
そ
、
地
道
に
果

た
せ
る
役
割
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

世
論
に
見
放
さ
れ
る
前
に 

す
べ
て
の
会
派
が
一
致
し
て
、
改
革
を
進

め
る
た
め
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。
ま
と
ま

ら
な
い
事
案
は
「
継
続
審
議
」「
継
続
検
討
」

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
時
間
を
か
け
す
ぎ

て
、
豊
中
市
の
民
意
を
代
表
す
る
議
会
が
、

世
論
に
見
放
さ
れ
た
ら
、
本
末
転
倒
で
す
。 

一
方
、
世
論
に
迎
合
す
る
形
で
議
会
改
革

を
す
る
こ
と
は
無
責
任
で
す
。「
議
員
定
数
」

や
「
政
務
活
動
費
」
は
改
善
す
べ
き
課
題
で

す
。
し
か
し
、
バ
ラ
ン
ス
加
減
を
間
違
う
と
、

議
会
活
動
（
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
に
支

障
が
出
る
自
虐
的
な
改
革
に
な
り
ま
す
。 

議
会
改
革
の
目
的
は
、
議
会
の
活
性
化
で

あ
り
、
議
員
一
人
が
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大

の
仕
事
を
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

公
平
中
立
と
傾
聴
が
大
切 

行
政
か
ら
議
会
に
対
す
る
議
案
提
出
や

情
報
提
供
は
、
議
長
と
副
議
長
が
説
明
を
受

け
、
公
平
中
立
の
立
場
で
、
各
会
派
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
議
会
運
営
を
考
え
ま
す
。

自
己
主
張
の
強
い
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も

苦
労
の
多
い
仕
事
で
す
。
そ
の
他
に
も
多
く

の
公
務
や
出
張
、
書
類
の
決
裁
が
あ
り
、
議

員
活
動
の
制
約
を
う
け
る
こ
と
も
我
慢
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

約
半
世
紀
ぶ
り
の
30
代 

副
議
長
の
職
責
に
対
し
て
「
若
す
ぎ
る
」

と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
市
議
会
史

を
遡
る
と
、
過
去
に
も
30
代
の
副
議
長
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
先
人
の
胸
を
借
り
て

真
摯
に
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

～
地
方
議
会
と
議
会
運
営
の
難
し
さ
～ 

３
期
目
の
ご
支
持
に
感
謝 

 

多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
三
期

目
の
選
挙
で
は
六
〇
二
四
票
も
の
ご
支
持
を

賜
り
、
無
所
属
な
が
ら
五
位
当
選
で
き
ま
し

た
。
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
勘
違

い
す
る
こ
と
な
く
、
仕
事
を
マ
ン
ネ
リ
化
せ

ず
、
お
ご
る
こ
と
な
く
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

ひ
た
む
き
に
職
責
を
果
た
し
ま
す
。 

 

前
職
の
会
社
の
同
期
に
は
、
複
数
の
部
下

が
い
ま
す
。
幼
馴
染
の
同
級
生
は
店
を
任
さ

れ
た
り
、
自
営
の
社
長
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
年
齢
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
豊
中
市
の
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

た
め
、
奉
公
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

政
治
の
信
頼
回
復
と
と
も
に 

汚
職
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
絶
え
な
い
政
治

の
世
界
は
、
信
頼
回
復
が
急
務
で
す
。
市
議

会
議
員
に
は
部
下
は
も
ち
ろ
ん
、
秘
書
も
い

ま
せ
ん
の
で
、
自
力
で
活
動
し
、
出
費
の
多

く
を
自
腹
で
賄
い
、
す
べ
て
自
己
責
任
で
す
。 

 
 

特
殊
な
仕
事
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
政
治
資
金
を
募
っ

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
、「
温

故
創
新
」
の
理
念
の
下
、
活
動
を
拡
充
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

副
議
長
の
任
期
は
一
年
間 

 

歴
史
あ
る
豊
中
市
議
会
の
第
73
代
副
議
長 

 
 
 

と
よ
な
か
創
政
記 

 

【お知らせ】 
・副議長公務や充職（府広域水道企業団議会副議長、議会改革検

討委員会副委員長、議会報編集委員会副委員長）などで、個人の

活動にさく時間が少なくなっており、ご支援くださっている皆様には

ご迷惑をおかけしております。27 年度は勉強するつもりで頑張りま

すので、変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。 

・蛍池事務所は一時閉鎖し、現在は移転先を検討中です。 

【お願い】 
 ・「松岡あきみち」の看板（緑色、150 ㎝×40 ㎝）を人通りのある、目

立つところに設置させてください。 

・活動経費として、皆様からのカンパをいただければ幸いです。ビー

ル１杯、スイーツ１皿分で結構です、ご支援よろしくお願いします。 

・お住いの向こう三軒両隣、マンションの集合ポストへ温故創新を配

布してくださるボランティアを募集しています。 

 

【略歴】 

市立 しんでん幼稚園 

市立 南丘小学校 
市立 第九中学校 
府立 北野高等学校 

同志社大学法学部政治学科 
大阪府信連職員（JAバンク大阪） 
【現在】   

2007 年 初当選 （2,791 票） 
2011 年 2 期当選 （5,457 票） 
2015 年 3 期当選 （6,024 票）  

第 73 代副議長 
【主なボランティア】 
豊中ラグビースクール 

豊中地区 BBS 会 （更生保護活動） 
豊中青年会議所 

将来志向で豊中らしさを温故創新！ 

読んだ後はゴミ箱ではなく、会社の同僚や友人、ご家族の方へ。 

学生の方に・・・社会勉強のために市議会に来ませんか？ 議会インターンシップ、子どもと関わるボランティアも募集しています。 

温故創新を受け取ってくださって、ありがとうございます。記事のリクエストがあれば教えてください。また受け取ってくださいね。 

ブログ、mixi、twitter（matsuokaakimich）に加え、facebook でも情報発信中！みなさんのフォローをお願いします。 

※ご意見ご感想をお聞かせください。 

TEL:06-7178-7785（携帯転送） 

FAX:06-6871-0632（事務所） 

Mail:office@matsuoka-akimichi.net 

市議会控室：豊中市中桜塚３－１－１ 
※せっかくご連絡いただいても、ネット環境の
不具合や FAX の印刷不鮮明などで、お返事

できない方がいらっしゃいます。恐れ入りま
すが、一週間以内に返信がない場合、再度ご
連絡いただければ幸いです。 

※市議会会派：無所属の会として編集、発行し
ており、お問い合わせは上記までお願いいた
します。なお頒布にあたっては、政務活動費

の一部を利用させていただきます。 


